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NY マーケットレポート（2019 年 8 月 27 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

主要な米経済指標結果 

8 月消費者信頼感指数 135.1（予想 129.0・前回 135.7⇒135.8） 

8 月の米消費者信頼感指数は、市場予想を上回る結果となり、前月の高水準域を維持した。現況指数は、前

月から 6.3 ポイント上昇の 177.2 となり、2000 年 11 月以来約 19 年ぶりの高水準となったものの、期待指数

は 5.4 ポイント低下の 107.0 となった。 

 

データを基に SBILM が作成 
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8 月リッチモンド連銀製造業指数 1（予想 -4・前回 -12） 

8 月リッチモンド連銀製造業指数は、市場予想を上回る結果となり、2 ヵ月ぶりのプラスとなった。関連指数

が軒並み改善したものの、雇用者数はマイナスが拡大した。 

 

データを基に SBILM が作成 
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米主要株価指数は反落  

米株式市場は、米中貿易問題に対する懸念が燻る中、米債券市場で 10 年債利回りが 2年債を下回る逆イール

ドが一段と進み、景気後退への懸念なども意識され、主要株価指数は上値の重い動きとなった。ダウ平均株

価は、序盤は前日比 155 ドル高まで上昇したが、その後は下落に転じて一時 176 ドル安まで下落し 120 ドル

安と反落した。一方、ハイテク株中心のナスダックは、26 ポイント安で終了した。 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドル/円は上値重いが、安値圏では底固い 

ドイツの GDP（改訂値）が速報値と変わらず 3 四半期ぶりのマイナス成長となったことから、ユーロが主要

通貨に対して下落、ドルが対ユーロで上昇するなど堅調な値動きとなったこともドル円の下値支援となった。

さらに、8 月の米消費者信頼感指数やリッチモンド連銀製造業指数がともに市場予想を上回る結果となった

ことから、ドル/円は 106.07 まで上昇した。しかし、米中通商交渉を巡り、中国新華社が通商協議に反撃の

手段は十分にあると報じるなど、先行きへの警戒感があらためて意識され、米主要株価指数が軒並みマイナ

ス圏まで下落しました。さらに、米 10 年債利回りが 1.5198％から 1.4694％まで低下し、2 年債利回りとの

金利差が拡大したことから、ドル/円は 105.66 まで下落した。ただ、アジア市場で付けた 105.60 の安値が意

識され下げ渋り、終盤までも底固い動きが続いた。一方、英野党連合が英国の合意なき離脱を阻止するため

に協調行動をとるとの声明を受けて、ポンドは主要通貨に対して上昇となり、特に対ドルでは 7/29 以来の高

値を付けた。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

 

◇ロシアルーブル 
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27 日のルーブルは対ドルで 66.5100 ルーブル、対円では 1.5920 円と対ドル、対円でルーブル安となった。

月末に向けたロシアの輸出企業による納税を控えてのルーブル買いが一服する中、米中通商問題への先行き

懸念が払拭できていないことも新興国通貨投資に積極的に迎えないとして上値の重い展開を継続した。 

 

ドル建のロシア RTS 株価指数は 9.65Pts 安の 1,258.60Pts と下落した一方、MOEX 指数は 2,659.35Pts 

(1.11Pts 高）と小幅に反発した。米中貿易問題を巡る両国間の対立を巡る先行き不透明感が重石となった。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 4.1574 レアル、対円でも 25.42738 円と対ドル、対円でレアル安が進行した。 

米中貿易問題を巡る懸念が緩和し、交渉再開への期待が高まったものの、中国政府がトランプ大統領による

中国が交渉再開を望んでいると発言したことに疑問を呈するなど、先行き不透明な状況に変わらずとのこと

から上値の重い状況を継続。一時 4.1942 レアルまでレアル安が進行したものの、ブラジル中銀によるドル売

り介入が下値支援となった。 

 

ボベスパ指数は 846.59Pts 高の 97,276.19Pts と 4 日ぶりに反発した。中国 7 月工業利益が前年比プラスにな

った一方、中国政府がトランプ大統領による中国は交渉再開を望んでいるとの前日の発言に否定的な見解を

示すなど先行き不透明な情勢に変わりないとの見方も足かせになり、伸び悩む結果となった。 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


